
事業者システムにかかるQ&A（よくある質問）

No 項目 Q A

1 導入

以下のようなメッセージが表示され、事業者システムを
起動できない。
「Adobe　Acrobat　Reader　で開けません。ファイルの種
類がサポートされていないかファイルが破損している可
能性があります」

当該パソコンで事業者システムを動かすアプリケーショ
ンがAdobe　Acrobat　Readerになっているため、
MicrosoftofficeAccessに設定します。
Cドライブにインストールした「事業者システム201804」
フォルダ内の先頭がPのファイル（P_FSD201804.mde）を
左クリックで選択し、その後、右クリックを押下します。プ
ルダウンの中から「プログラムから開く」の項目を選択し
Accessを指定します。

2 導入
古いパソコンから新しいパソコンに事業者システムを移
したい。

古いパソコンのCドライブ内にある「事業者システム
201804」フォルダを外部媒体（USBやCD-ROMなど）に
フォルダごと保存します。その後、新しいパソコンに外部
媒体に保存した「事業者システム201804」をフォルダご
と貼り付けることで、事業者システムを移行させることが
可能です。詳細は別紙①（P4）を参照ください。

3 導入 新しいパソコンに移したら事業者システムが動かない。

新しいパソコンにMicrosoftofficeAccessの64bit版が導
入されている可能性があります。　事業者システムは
32bit版で起動する仕様となっておりますので、32bit版を
入れ直してください。

4 導入
事業者システムのメニューは表示するが、Ver１．０のま
ま。データ移行ボタンが表示されない。

事業者システム201804フォルダの保存先を確認しま
す。Cドライブ以外を指定していると正常に作動しませ
ん。
正しくCドライブに入っている場合には、以下の対応で解
消されることがあります。
①ウィンドウの右上端に×があるか確認してください。
それをクリックすると、画面中ほど上に「コンテンツの有
効化」のボタン表示があれば、それをクリックしてくださ
い。
②DB再リンク、Accessの信頼できる場所の設定又はマ
クロの設定を行います。（DB再リンクについては操作マ
ニュアル、信頼できる場所の設定・マクロの設定につい
ては導入手順説明書にそれぞれ手順を示しておりま
す。）

5 事業者情報管理
事業者情報の入力をしたのにメニュー画面に出てこな
い。

事業者情報メンテナンス画面にある「メニュー画面非表
示」の左横のチェックボックスがグレーまたは、 （チェッ
ク）が入っているので　白い状態にして登録してくださ
い。

6 事業者情報管理 事業者情報にどこまで入力すればよいか分からない。 別紙②参照（P5）

7 事業者情報管理
提供サービス情報の項目に何を入れてよいか分からな
い。

提供サービス情報メンテナンス画面は、サービス種類
に「移動支援」若しくは「地域活動支援」を選択します。
その後、「主たる事業所情報コピー」のボタンを押すだ
けで完了です。

8 事業者情報管理 サービス種類に移動支援がでてこない。
障害児のシステムをダウンロードしている可能性があり
ます。タイトルが「名古屋市・障害者自立支援　事業者
システム201804」となっているか確認してください。

9 事業者情報管理 登録ボタンを押すと「必須項目です」のエラーがでる。
必須項目のところにカーソルがありますのでその項目を
入力します。公私区分や地域区分（名古屋は3級地）は
必須項目です。

10 対象者管理 入力すべき項目が分からない。 別紙③参照（P6）
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No 項目 Q A

11 対象者管理 サービス種類に移動支援が出てこない。
入力した受給者番号を確認してください。0から始まる番
号になっていると思われます。移動支援または地域活
動支援の受給者番号は6から始まる番号です。

12 契約管理 契約内容を変更した場合の入力方法が分からない。 別紙④参照（P7～14）

13 契約管理 契約内容を修正する場合の入力方法が分からない。

契約情報は、最新のものしか変更できません。過去の
ものを修正したいときは、新しく入力したものから間違え
た日にちまで、登録した順に削除して、入力し直してくだ
さい。

14 提供実績管理
提供実績管理のサービス提供時間に控除時間の欄が
ないが、移動支援計画上で控除する時間がある場合、
どのようにすればよいか。

サービス提供時間の控除時間の入力は不要です。提
供時間は控除時間を省いた時間にする必要はなく、実
際の提供時間を入力してください。

15 請求明細管理
修正した実績記録票の合計額と請求明細の金額が違う
場合の対処方法。

明細の画面で前のデータを呼び出し削除してから再度
検索ボタンを押下してください。実績記録票を修正した
場合、前の明細のデータを呼び出して削除しないと修正
後のデータを読み込みません。

16 請求明細管理 利用者負担額の入力が分からない。 別紙⑤参照（P15）

17 請求明細管理
明細画面で「実績データがありません」と言うエラーが
出る。

事業所番号を231から始まる番号で実績記録票を入力
している可能性があります。事業所番号を236始まる番
号で入力し直してください。

18 バッチメニュー 15日が土日祝日の時の処理日はいつにすればよいか。

閉庁日の前の開庁日を入力してください。書類の受付
は、15日の消印までのものです。15日付の請求書類を
16日以降に直接持ち込まれても当月の受付はできませ
んのでご注意ください。

19 バッチメニュー 請求書類等の印刷ができません。

原因①　提供年月の誤り
バッチ処理から出すときは、提供年月の項目に契約し
た年月を入力しないと対象者が出てきません。契約した
年月を入力してから対象者を抽出してください。
原因②　システムの一時的な不具合
一度事業者システムを終了し、パソコンを再起動すると
印刷ができることがあります。

20 バッチメニュー 請求関連１の対象者抽出に該当者が出てこない。

実績記録票を入力して算定、保存したあと、「請求明細
管理」で明細の入力をしていない場合には、対象者が
出てきません。「請求明細管理」の画面で該当者の入力
をしてください。

21 CD-Rへの保存 保存の仕方が分からない。 別紙⑥参照（P16）

22 CD-Rへの保存
データの保存先が正しく設定されているにも拘らず、「こ
のドライブには保存できません」等のエラーが出る。

パソコンのデスクトップなどに仮にデータを保存し、後か
らCD－Rにコピーしてください。CD－Rにコピーする時
は、データをExcelで開いて保存しないようにしてくださ
い。後日、データの取り込みができなくなります。

23 その他
入力の途中で画面が固まってしまった場合の対処方法
が分からない。

パソコンのキーボードにあるEscキー（エスケープキー）
を押下すると解除できる場合があります。
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No 項目 Q A

24 その他
これまで使えていたのに、起動したらエラー（「イベントプ
ロパティ―が・・・・。」）が出て使えない。

「信頼できる場所」、「マクロの設定」の状況を再度、確
認してください。必要に応じて、導入手順説明書を見な
がら、設定を願います。

25 その他
メニューの下のリンク先が「C:\事業者システム201204」
となっている。

DB再リンクを行ってください。DB再リンクができなけれ
ば、ウェルネットなごやからアップデート版をダウンロー
ドした後、行ってください。
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１．今お使いのパソコンのエクスプローラー等から「ローカルディスク（Ｃ：）」を選択します。

２．事業者システム 201804のフォルダを選択し、外部媒体（USBや CD-Rなど）に保存します。

３．保存したフォルダを入れた外部媒体から新しいパソコンの同じ場所（ローカルディスク（Ｃ：）内）にフォ

ルダごと貼り付けします。

※必要に応じて「操作マニュアル（移動支援・地域活動支援）」に記載のショートカットの設定や「導入手順説明

書」に記載のセキュリティの設定を実施して下さい。

どちらかを選択

コピーして新しいパソ

コンの同じ場所に保存

する

別紙① 
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別紙② 

-5-



別紙③ 

楕円形で囲んだところが必須項目です。 

（障害者の場合） 

（障害児の場合） 
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別紙④ 

契約内容の変更とは、古い契約を終了し、その翌日に新しい契約を登録することを意味しま

す。契約内容の変更方法は２通りあります。①旧契約の終了と新たな契約を分けて行う方法

と②新旧の契約を一度に行う方法です。以下に例を基に、それぞれの方法を示します。 

（事例） 

現在登録している「移動介護_不可欠２０時間」について、令和２年３月１日に「移動介

護_不可欠２５時間」に変更。 

①旧契約の終了と新契約を分けて行う場合 

  初めに「移動介護_不可欠２０時間」の契約を令和２年２月２９日に終了するための入

力をします。次に令和２年３月１日に「移動介護_不可欠２５時間」の契約を締結するた

めの入力をします。 

ア）「移動介護_不可欠２０時間」の終了 

   受給者番号、「移動介護_不可欠２０時間」の終了日を契約日に入力し、「検索」ボ

タンを押下します。下記の図にある契約管理画面が表示されたら「ＯＫ」を押下しま

す。 
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「ＯＫ」ボタンを押下すると以下の画面に遷移します。遷移後「移動介護_不可欠」

の行にある「選択」ボタンを押下し、契約終了日、既支給量、終了理由を入力します。

３項目を入力した後に、「変更」ボタンを押下します。 

    「変更」ボタンを押下すると以下の画面に遷移します。遷移後、入力内容に誤りが

なければ、「登録」ボタンを押下します。
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「登録」ボタンを押下すると、下記のメッセージが出るので「はい」を選択します。 

    上記で「はい」を押下すると、下記が表示されるので「ＯＫ」を押下します。

イ）「移動介護_不可欠２５時間」の契約  

  受給者番号、「移動介護_不可欠２５時間」の契約日に入力し、「検索」ボタンを押

下します。 
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「ＯＫ」ボタンを押下すると以下の画面に遷移します。遷移後、欄番号、サービス内

容、支給量、理由を入力します。それぞれの項目を入力した後に、「追加」ボタンを

押下します。 

「追加」ボタンを押下すると以下の画面に遷移します。遷移後、追加された内容に誤

りがなければ、「登録」ボタンを押下します。
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  「登録」ボタンを押下すると、下記のメッセージが表示されるので、「はい」を選択

します。「登録」ボタンを押下した後、メニューボタンを押下するとメニュー画面に

戻ります。

※契約内容報告書の印刷について

 上記事例の場合、契約を終了した年月である令和２年２月を選び、提供年月に入力します。

対象者を抽出し、契約終了にかかる報告書の印刷とデータの保存を行います。その後、新し

い契約日である令和２年３月を提供年月に入力し、再度対象者を抽出し、新しい契約内容報

告書の印刷とデータの保存をしてください。

②旧契約の終了と新契約を同時に行う場合 

  契約日（終了日）に支給量変更日を入力して「検索」ボタンを押下します。下記の図に

ある契約管理画面が表示されたら「ＯＫ」を押下します。 
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「ＯＫ」ボタンを押下すると以下の画面に遷移します。遷移後、令和２年２月２９日に

終了する旧契約（移動介護_不可欠２０時間）を終了する入力を行います。 

「移動介護_不可欠」の行にある「選択」ボタンを押下し、契約終了日、既支給量、終

了理由を入力します。３項目を入力した後に、「変更」ボタンを押下します。 

  「変更」ボタンを押下すると以下の画面に遷移します。遷移後、令和２年３月１日から

の新しい契約内容（移動介護_不可欠２５時間）にかかる入力を行います。
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「追加」ボタンを押下すると以下の画面に遷移します。遷移後、追加された内容に誤り

がなければ、「登録」ボタンを押下します。

「登録」ボタンを押下すると、下記のメッセージが表示されるので、「はい」を選択し

ます。「登録」ボタンを押下した後、メニューボタンを押下するとメニュー画面に戻り

ます。

※契約内容報告書の印刷について

 旧契約の終了と新契約を同時に行う場合には、提供年月は令和２年３月を選択してくだ

さい。旧契約終了と新契約にかかる報告書が一枚で印刷されます。 
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※注意点 

①契約内容報告書の印刷（データ保存）について 

 契約日が複数月にまたがる時は、バッチメニューの提供年月は契約した月ごとに入力し、

それぞれの月で契約内容報告書の印刷とデータ保存を行います。契約年月が提供年月と不

一致の場合は、対象者が抽出されません。特に、契約終了が記載された契約内容報告書の印

刷とデータの保存は忘れずに行います。 

②契約内容変更の時の契約日について

 古い契約量から新しい契約量に変更する場合、旧契約の終了日と新しい契約の契約日は

同じ日にはなりません。旧契約の終了日は新しい契約の契約日は前日となります。 
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別紙⑤

明細の画面で黒く反転した箇所（当月利用者負担額②）の欄に、利用者負担額管理表と同じ

金額を入力します。一度登録したものを修正する場合は、削除ボタンで作成した明細情報を

削除したあと、再度、作成をしてください。 
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別紙⑥ 

ＣＤ－ＲをＤＶＤドライブに入れて、バッチメニューの「データ出力先」ボタンを押下しま

す。そこでＤＶＤドライブを指定してください。 

お使いのパソコンによってはＣＤ－Ｒのフォーマットに自動的に遷移する場合があります。

その場合は、「ＵＳＢと同様に使用」、「ファイルを保存用」（動画や画像、音などで無い方）

などを選択してください。 

ＣＤ－Ｒに全てのデータを保存したら、事業所システムを終了し、ＤＶＤドライブを開いて

ファイルが保存されているか確認してください。必ず提出する必要があるデータは、請求デ

ータ（Ｓから始まるファイル）、請求明細書データ（Ｍから始まるファイル）、提供実績記

録票データ（Jから始まるファイル）の３種類となります。契約内容報告書を提出する場合

には、契約内容報告書データ（Ｋから始まるファイル）も必要となります。 

ＤＶＤドライブの上で右クリックし、メニューに「セッションを閉じる」があれば閉じてく

ださい。この作業をしないと他のパソコンでデータが開くことができず、データの再送をお

願いすることになます。なお、ＣＤ－Ｒ本体の表に、事業所名、事業所番号、提供年月を記

入してください。 
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